
１．明るく、楽しく正確に事実を伝える。
①取材中は、参加者の発言や、動向に注意を払い、おいしいそうなネタを探す。

＊取材や写真撮影より、あくまでも、隊の活動が最優先である。
②活動報告作成時には、気になった事柄を詳細に調査して付け加える。
③ビーバー隊・カブ隊・ボーイ隊などの各隊のレベルに合わせたもの作成する。

＊何でもかんでも、チィ・チィ・パッパでは、ダメだぞー！
④活動の記録や、今後のプログラムの参考となるべく作成する。
⑤スカウト関係者や、田舎のじーちゃん、ばーあちゃんだけではなく、全世界に発信しているとの心構えが必要。
⑥取材中に、自分で感じたことや、感想も載せた方が良い。
２．個人情報に係る事柄について厳正に取り扱う。
①スカウト実名及びイニシャル等での表記は行わない。
②写真撮影時に、団関係者以外が写っている場合は、ボカシを入れるなどの配慮が必要。
３．写真及びイラスト・音楽などの著作権侵害に繋がらないように気をつける。
①購入したパソコンのイラスト集や、ネット上のフリー(無料）イラストを使用する。
４．暴力的・差別的な、表現は行わない。
５．ホームページへの掲載は速やかに行うことが原則である。
①週末に行った活動は、翌週の週中までにが理想である。

＊情報伝達は、正確さと早さが命である。
②ただし、内容については、原団広報委員が、厳しいチェックした上での掲載となる。
６．必ず、最低一回は笑いを取ること。（Ｍ副長流）

＊なにごとも、楽しくなければならない。「笑う門には、副長来たる」

これまでのボーイ隊活動報告は、ボーイ隊長及びカブ隊のM副長・Y副長によるもの
であったが、今回は、ボーイ隊のスカウトたちによる、【活動計画作成】を行うとのこと
で、支援のため掲載する。この活動で、ターゲットバッチＢ８情報処理に挑戦だ！

送信

スタート地点です。この時期の
キャンプはやっぱり寒かったが
スカウトは元気いっぱい
です。

電子メールに、写真を添
付し、説明コメントを入力
しWebマスターに送信。

団広報委員
①内容のチェック
②構成及び編集 掲出

ボーイスカウトの活動は「班制教育」「進歩制度」「野外活動」の3つ
が大きな教育の基本方針になっているが、その進歩制度で青少年が
必ず身につけるべき共通のもの（修得課目）が、進級章あるいはスカ
ウト章と呼ばれているバッジシステムである。（進歩制度には、進級
章の他に、各人の得意な技能や興味を伸ばすもの（選択課目）として
ボーイスカウト年代にはターゲットバッジと技能章がある。）

１ パソコンを使用して、隊または班活動案内・活動報告・広報誌等を作成し
保護者に配布する。

２ パソコンを使用して、次のいずれかの作業をする。
①．自宅または隊本部を案内する略地図を作成する。
②．写真・イラストなどをが画像データとして取り込み、修正・加工する。

３ パソコンを使用して、次の作業をする。
①．隊の名簿作成 ②．隊・班の会計処理 ③．進捗記録簿の作成
④．その他、隊長が指示した作業

４ 電子メールを利用する場合の注意事項を知る。
５ インターネットを利用して野外活動をしている団体から野外活動で利用で

きる情報を取得する。
６ 団・その他のホームページ作りに協力をする。

は、今回の取組み対象事項か？

留意する点



M副長の場合は、パソコンの文章作成ソフトのＷｏｒｄ（ワード）は、好まないので、計算ソフトであるＥｘｃｅｌ（エ
クセル）を使用して作成している。

基本的な作成の考え方
１．標題をつける。（活動の内容をもとにテーマを考える。）

Ｍ副長の場合は、全体的に作成してから最後にストリーに則り、考えている。
２．活動の目的や、内容について事前に一通り概要を説明する。
＊上のカブ隊夏キャンプは、なぜ、磐梯青少年交流の家にしたのかとか、地図を掲載して、活動を行う場所
の位置関係を表したものである。
３．時系列で、活動内容を作成する。
＊出発地点に集合から、活動したことを解散までを、時間を追って作成する。
＊時系列式ではなく、例えば、野外料理や、クラフト・観察した物を、集約して作成する方法もある。

標題

活動目的や
ウンチクなど

基本的な作成手順（パソコンとソフトの操作については別途指導）
１．撮影した写真から良いものを選び出し、縮小してＥｘｃｅｌに貼り付ける。
＊Ｍ副長の場合は、１枚のシートに写真は６枚としている。
２．オートシェープ（Ｕ）で、コメントを入力する。
＊入力画面と、実際に印刷した場合とでは、文字が隠れて見えない場合があるので、注意が必要である。
３．空いているスペースに、好みでイラストや文字などを貼り付ける。

送信

写真やイラスト・コメントを貼り付けた、
Ｅｘｃｅｌを電子メールに添付付し、Webマス
ターに送信。

団広報委員
内容のチェック

＊あくまでも、Ｍ副長及びボーイ隊長の
イメージを基に映像加工してあります。

最近の方法は、自分で
ＰＤＦに加工して送信

掲出

＊誤字脱字の多い自分が言うのもなんだが、気をつけよう。



2009.4.18（土）
本日は、初夏のような陽気に誘われて、我が家と近所のカブスカウト＋マスコットスカウト３名を引連れての、

今年初の『ザリガニ釣り』に行ってきた。昨年は４月19日に北竜台公園の池での釣りで、３人で小一時間で８３
匹あったが、今回は、欲をかき、昨年、６月２８日にビーバー隊での入れ食いポイント（釣果は数百匹）である某
田んぼ脇の用水路に向かった。結果は、田植え前のため水が少なく、３人で小一時間で１８匹と大漁とは行か
ず、あわよくば、５月１７日の体験入隊で、ザリガニ釣りでも提案しようと思っていたがちょっと残念である。

昨年は、スカウト２人で、１０３匹釣り上げた。
ザリガニ天国でなく、ザリガニ地獄だった。

今年は、１８匹なり。バケツは昨年と同じものである。

詳細は、昨年のホームページで！

昨年の状況は、見てように稲も青々と育っている。水路を
塞き止めてあるので、水量も多い。

昨年の、北竜台公園での釣果。やはりこの時期は小型で
ある。

田植え前につき、水量が少ない。やはり、６月からがベス
トポイントか？あぜんとするスカウト。服装は完璧だ！

【笑い話２】 カメもハイキング？
Ｍ副長は子供のころ（イシガメ）と、石垣島旅行の際

（ハコガメ）に、カメが道路を歩いているのを見たことは
あるが、ハイキングというか、ましてや２級ハイクでなく
単なる移動だと思う。また牛久周辺で見たこともない。
これは、ボーイ隊の２級１０㌔ハイク（ハイキング）を計
画書の作成時に、あるスカウトが、計画書に、自分たち
の班名の「カモメ」と書くべきところを、「カメモ」と書いて
しまったので、カメモハイキング計画書となってしまった
のである。これは、ボーイ隊長には、大受けであり、前
回の「ソーセージコーヒー」共に、【２００９笑い話大賞】
に見事ノミネートされた。

ハイキング
ハイキング

ヤホー！・ヤホー！


